
中間検査未合格について 

 

株式会社トータル建築確認評価センター 

検査課 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

「建築基準法」では、中間検査合格証の交付を受けた後でなければ、特定工程後の

工程を施工する事はできないと定められています。 

 

 木造住宅を例に挙げると、「屋根工事及び構造耐力上主要な軸組工事」、特定工程後

の工程を「壁の外装工事及び内装工事、その他小屋組及び構造耐力上主要な軸組を隠

ぺいする工事」と定められており、発泡ウレタン吹付や繊維系断熱材の充填等の断熱

工事も特定工程後の工程に含まれます。 

 

 中間検査で指摘事項があった場合は、速やかに是正又は変更等の措置を行っていた

だき、中間検査合格証の交付を受けてから特定工程後の工程にお進みください。 

また、特例写真が未提出の場合も同様となります。 

 

 尚、中間検査合格証の交付前に特定工程後の工程を施工した場合は、「建築基準法」

違反となります。 

 

 円滑な検査の実施と適正な工事の進捗のため、「建築基準法」の法令順守を理解いた

だきますようお願い申し上げます。 

 

 各検査に関する質疑等のご連絡は、お手数ですがＦＡＸ・電子メール等でご連絡を

お願いいたします。 

 

 

 

 

ＦＡＸ番号：059-253-1702 

電子メール：kensa@total-kakunin.co.jp 

 

 



参考資料：建築基準法（抜粋） 

 

第７条の３ 

1 建築主は、第六条第一項の規定による工事が次の各号のいずれかに該当する工程

（以下「特定工程」という。）を含む場合において、当該特定工程に係る工事を終

えたときは、その都度、国土交通省令で定めるところにより、建築主事等の検査を

申請しなければならない。 

二 前号に掲げるもののほか、特定行政庁が、その地方の建築物の建築の動向又は

工事に関する状況その他の事情を勘案して、区域、期間又は建築物の構造、用途若

しくは規模を限って指定する工程 

 

6 第一項第一号の政令で定める特定工程ごとに政令で定める当該特定工程後の工程

及び特定行政庁が同項第二号の指定と併せて指定する特定工程後の工程（第十八条

第三十一項及び第三十五項において「特定工程後の工程」と総称する。）に係る工

事は、前項の規定による当該特定工程に係る中間検査合格証の交付を受けた後でな

ければ、これを施工してはならない。 

 

第 99 条 

1 次の各号のいずれかに該当する者は、一年以下の拘禁刑又は百万円以下の罰金に処

する。 

二 第六条第八項（第八十七条の四又は第八十八条第一項若しくは第二項において

準用する場合を含む。）又は第七条の三第六項（第八十七条の四又は第八十八条第

一項において準用する場合を含む。）の規定に違反した場合における当該建築物、

工作物又は建築設備の工事施工者。 

 

 

 

 

 

※「断熱工事（特定工程後の工程）を行うために中間検査を受ける」のではなく、「中

間検査に合格して合格証が交付されたので特定工程後の工程である断熱工事及びそ

の後の工事が施工できる」という、建築基準法上の原則を再認識いただきますよう

お願いいたします。 


